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鳥居龍蔵記念博物館では、徳島が生んだ世界的な学者で生涯をフィールドワークに捧げた鳥居龍蔵の生誕 150 周

年を記念し、 「フィールドに歴史を問え！十代の挑戦」をテーマに、全国の高校生から歴史・文化に関する自主的

な研究を募集します。多数の応募をお待ちしています。

地域の歴史・文化について自主研究活動を行い、研究成果をレポート形式にまとめて提
出してください。

　研究応募

　一次審査
提出されたレポートに一次審査（書類審査）を行い、優秀者を表彰します。

2021.3.6［土］-3.7［日］　フォーラム
表彰を受けた作品の提出者から、上位３組（１組4名以内・指導者を含む）をフォーラム（研
究集会）に招待し、口頭報告を行ったうえで、最優秀者を選考し表彰します。
※招待者の旅費については、最大2泊3日までの旅費実費（1人あたり上限 3万円）を、
当集会の事業費から補助します。

応募期間

自主研究募集

2020.

7.20-12.5
［月］

鳥居龍蔵

フィールドに
歴史を問え！
十代の挑戦

背景写真；左：台湾調査フィールドノートの挿絵　中：発火木盤の護符　右：モンゴルの女子貴族
主催／徳島県・一般財団法人自治総合センター　　後援／総務省

募集要項やフォーラムの日程など詳しくは、裏面をご覧ください。

［土］



2020 年 7月 20日［月］－12月 5日［土］応 募 期 間

問い合わせ・連絡先

徳島県立鳥居龍蔵記念博物館
〒770－8070　徳島市八万町向寺山  文化の森総合公園
https://torii-museum.tokushima-ec.ed.jp/
TEL    088-668-2544 ／ FAX    088-668-7197
E-mail    kenritsuhakubutsukan@pref.tokushima.jp

募集要項

全国高校生歴史文化フォーラム

高等学校及び特別支援学校（高等部）の生徒

（中等教育学校後期課程在籍の生徒及び高等専門学校３年生までの学生を含む）

※個人、グループなど、どのような形態でも参加可能

対 象
（応 募 資 格）

研究成果をとりまとめ、12月5日［土］までに、徳島県立鳥居龍蔵記念博物館に提出してください。提出方法は、

郵送（12月5日消印有効）とします。

※提出資料は以下のとおりです。

Ａ　 応募票（研究概要等を一枚にまとめたもの。別紙様式1）

Ｂ　レポート（研究内容を示すもの。A4サイズ5枚程度を目安とする）

Ｃ　添付資料（分量・形式は自由とする）

※提出する自主研究（応募票・レポート・添付資料）は、直近の3カ年（2018・2019・2020 年度）で作製した作品（特

定の年度に作製したもの、若しくは各年度の内容を組合せ、加筆したたもの）とします。

※他のコンクール等に応募した作品の重複応募も可とします。

●詳しくは、徳島県立鳥居龍蔵記念博物館ホームページの「募集要項」でご確認ください。

応 募 方 法

①フィールドワーク（現地での見学や聞き取り、写真撮影等の調査）を行い、その結果をもとに考察すること

②テーマに関連する博物館や資料館を利用すること
条 件

内 容
（研究テーマ）

Ａ　特定の地域の歴史・文化に関すること　　　

Ｂ　鳥居龍蔵に関すること　　

※Ａ、Ｂのいずれかを選択しテーマを設定する。

①研究報告会　
一次審査次審査で優秀賞を受賞した３組の県外応募者（招待者）と、事前（2 月）に行われた徳島大会の代
表者で研究報告会を行い、最優秀者を選び、表彰します。

②ワークショップ「歴史文化研究は未来を拓くか？」
参加高校生が集まり、阿波踊り体験など歴史文化に関するワークショップを行い、　歴史・文化研究につい
ての意見交換を行い、交流の機会とします。

①フィールドワーク「阿波の地力を知る」
徳島の地域文化体験（阿波の文化を象徴する「阿波踊り・阿波藍・阿波人形浄瑠璃・第九交響曲」と世界遺
産候補「鳴門渦潮・四国遍路・板東俘虜収容所」をめぐるバスツアー）に参加し、文化遺産の活用について
考えます。

3月７日
［日］

2021 年

3月 6日
［土］


